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アフリカ連合（AU）は、2013年に発表した今後 50 年間の長期目標であるアジェンダ

20631の旗艦プロジェクトとしてアフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）の創設を掲げ、域

内関税の撤廃及び域内貿易の促進を通じた持続的な成長を目指している。2025 年 1 月

時点で AfCFTAはエリトリアを除く 54の国・地域が署名、内 48の国・地域が批准して

いる。本協定の交渉は段階的に行われ、現在は物品貿易、サービス貿易、紛争解決の分

野を対象としたフェーズ 1にあり、原産地規則などについて交渉中である。フェーズ 2

は投資、知的財産、競争、デジタル貿易、女性と若者の分野を予定している。2022年か

らは特定の品目について一部の国で試験的な取引（Guided Trade Initiative）を開始した。 

アフリカでは 1960 年代以降各地で地域経済共同体（REC）が設立され、それぞれが

独自に地域経済統合を目指す動きがみられたが、AU の前身であるアフリカ統一機構

（OAU）は 1991 年のアブジャ条約で RECをアフリカの地域統合の柱と位置付け、REC

の域内統合推進を通じたアフリカ経済共同体（AEC）の設立が採択された。2008 年の

REC と AU の関係に関する議定書では、REC と AU の政策の調整と協力枠組みが制度

化された。RECの自由貿易促進を通じた域内統合・経済成長に向けた取り組みは、より

広範な自由貿易圏を目指す AfCFTA推進に向けて参考になると考えられる。 

アフリカには 14の RECが存在していたが、加盟国や機能の重複の問題もあり AUが

認定する RECは 2006年以降 8つとなっている。AUが認定している 8つの RECは、東

アフリカ、西アフリカ、南アフリカ、北アフリカ及び中央アフリカの 5つの地域にそれ

ぞれ存在する。このうち 5 つの REC は複数の地域にまたがり、加盟国の多くが複数の

RECに重複加盟している（図表 1）。いずれも設立から 25年以上経つが、アラブ・マグ

レブ連合（AMU）、サヘル・サハラ諸国国家共同体（CEN-SAD）と政府開発機構（IGAD）

は自由貿易協定（FTA）の締結に至っていない。AMU、CEN-SADは政情不安や各国の

協力体制面で課題があり、IGADは地域貿易政策に財貿易の自由化を含まず、加盟国の

AfCFTA実現を直接支援する方針に移行している。 

 
1https://africanunion2063.org/courses/agenda-2063-frame-work/lesson/chapter-4-agenda-2063-goals-priority-areas-

targets-and-indicative-strategies/  
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https://africanunion2063.org/courses/agenda-2063-frame-work/lesson/chapter-4-agenda-2063-goals-priority-areas-targets-and-indicative-strategies/
https://africanunion2063.org/courses/agenda-2063-frame-work/lesson/chapter-4-agenda-2063-goals-priority-areas-targets-and-indicative-strategies/
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図表 1：アフリカ連合が認定している 8つの RECの概要  

 

 

FTA締結済の RECは、中部アフリカ諸国経済共同体（ECCAS）及び南部アフリカ開

発共同体（SADC）、関税同盟である西アフリカ諸国経済共同体（ECOWAS）、東南部ア

フリカ市場共同体（COMESA）、東アフリカ共同体（EAC）である。必ずしも REC加盟

国の全てが FTA に参加しておらず、公表資料によれば 2023 年時点で SADC は 3 か国、

COMESA は 5 か国が未参加であり、FTA 参加に向け REC の事務局の支援を受けてい

る。これら RECの域内貿易についてみると、域内輸出は EACの 20.5％が最大、域内輸

入は SADC の 19.6％が最大で、他は 10％台乃至それを下回る水準となっている。輸出

入合計では、EAC と SADC はアフリカ全体の域内貿易比率を上回るが、他は下回って

いる（図表 2）。 

図表 2：FTA締結済の REC の域内貿易比率（2022年） 

 

 

アラブ・マグレブ連
合（AMU）

サヘル・サハラ諸国
国家共同体（CEN-

SAD）

政府開発機構
（IGAD）

中部アフリカ諸国経
済共同体（ECCAS）

南部アフリカ開発共
同体（SADC）

西アフリカ諸国経済
共同体（ECOWAS）

東南部アフリカ市場
共同体（COMESA）

東アフリカ共同体
（EAC）

設立 1989年 1998年 1996年 1983年 1992年 1975年 1994年 2000年

事務局本部 モロッコ リビア→チャド ジブチ ガボン ボツワナ ナイジェリア ザンビア タンザニア

加盟国数 5 25 8 11 16 12 21 8

他のRECに重複加盟している国数 4 23 8 6 11 10 21 8

加盟国の地理的区分での分布

北アフリカ（5) 西アフリカ（13）、北
アフリカ（5）、東アフ
リカ(5）、中央アフリ
カ（2）

東アフリカ(8) 中央アフリカ（9）、東
アフリカ（1)、南アフリ
カ(1)

南アフリカ(10)、東ア
フリカ（5）、中央アフ
リカ(1)

西アフリカ（12） 東アフリカ（12)、南
アフリカ（4）、北アフ
リカ(3)、中央アフリカ
（2)

東アフリカ(6)、中央
アフリカ(2)

加盟国

アルジェリア、リビ
ア、モーリタニア、モ
ロッコ、チュニジア

ブルキナファソ、エリ
トリア、リビア、コモ
ロ、ガンビア、エジプ
ト、コートジボワー
ル、ジブチ、ギニア、
ギニアビサウ、シエラ
レオネ、ベナン、中
央アフリカ、ガーナ、
マリ、ニジェール、セ
ネガル、スーダン、
チャド、ソマリア、ナ
イジェリア、モーリタ
ニア、トーゴ、チュニ
ジア、モロッコ

ジブチ、エリトリア、
エチオピア、ケニ
ア、ソマリア、スーダ
ン、南スーダン、ウ
ガンダ

アンゴラ、ブルンジ、
カメルーン、中央ア
フリカ、コンゴ共和
国、コンゴ民主共和
国、赤道ギニア、ガ
ボン、ルワンダ、サ
ントメ・プリンシペ、
チャド

アンゴラ、ボツワナ、
コモロ、コンゴ民主
共和国、エスワティ
ニ、レソト、マダガス
カル、マラウイ、モー
リシャス、モザンビー
ク、ナミビア、セー
シェル、南アフリカ、
タンザニア、ザンビ
ア、ジンバブエ

ベナン、カーボベル
デ、コートジボワー
ル、ガンビア、ガー
ナ、ギニア、ギニアビ
サウ、リベリア、ナイ
ジェリア、セネガル、
シエラレオネ、トーゴ

エリトリア、リビア、ソ
マリア、コモロ、エス
ワティニ、ジブチ、
スーダン、チュニジ
ア、コンゴ民主共和
国、マダガスカル、
セーシェル、モーリ
シャス、マラウイ、ブ
ルンジ、エジプト、ル
ワンダ、エチオピア、
ジンバブエ、ウガン
ダ、ザンビア、ケニア

ブルンジ、ケニア、ウ
ガンダ、タンザニア、
ルワンダ、南スーダ
ン、コンゴ民主共和
国、ソマリア

人口（億人、2023年）
1.1 7.0 3.1 2.3 4.0 4.4 6.5 3.1

PPPベース名目GDP（億ドル、2023年） 14,691 50,161 11,003 7,449 20,550 22,177 37,106 9,213

REC域内輸出の割合（%, 2022年） 4.4 7.8 20.1 4.9 16.1 9.0 12.6 20.5

REC域内輸入の割合（%, 2022年） 4.6 6.5 9.0 13.2 19.6 8.5 11.4 15.4

地域貿易協定

交渉中 交渉中 加盟国のAfCFTA実
現を直接支援する
方針

FTA（2004年） FTA(2008年） FTA（1990年）
関税同盟（2015年）

FTA（2000年）
関税同盟（2009年）

関税同盟(2005年）
共通市場（2010年）

（注）最近の動きとして、コンゴ民主共和国は2022年に、ソマリアは2024年にEAC正式加盟。ブルキナファソ、マリ、ニジェールは2025年1月にECOWASから脱退

（資料）アフリカ連合、各RECのウェブサイト、国連、OECD資料より国際通貨研究所作成
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要因の一つとして非関税取引コストが挙げられる。UNCTAD のレポート2によれば、

EAC の輸送コスト、言語や通貨に関連するコスト、輸出入手続き等の非関税取引コス

ト（2016 年から 2021年の平均）は製品価格の 135％に相当するが、ECOWASは 201％、

SADC は 252％、COMESA は 283％とさらに高くなっている。SADC を例に挙げると、

2008 年までに域内貿易の 85%で関税ゼロを達成し、2012 年までにセンシティブ品目の

関税引き下げをほぼ完了したが、2016 年の 22％をピークに域内貿易比率は減少傾向が

みられる（図表 3）。国連のレポートでは、複雑な原産地規則と煩雑な通関手続が課題

として指摘されている。 

 

図表 3：SADCの貿易推移 

 

 

なお、AUが認定してないが代表的な RECとして、南部アフリカ関税同盟（SACU）、

西アフリカ経済通貨同盟（WAEMU）、中央アフリカ経済通貨共同体（CEMAC）が挙げ

られる。いずれも AU認定の RECのサブグループであり、SADCの 5か国（ボツワナ、

エスワティニ、レソト、ナミビア、南アフリカ）が SACU を、ECOWAS の 8 か国（ベ

ナン、ブルキナファソ、ギニアビサウ、コートジボワール、マリ、ニジェール、セネガ

ル、トーゴ）が WAEMU を、ECCAS の 6 か国（カメルーン、中央アフリカ、チャド、

赤道ギニア、ガボン、コンゴ共和国）が CEMACを構成している。SACUは世界最古の

関税同盟で、SADCと域内統合の促進を目的とした覚書を締結している。WAEMU及び

CEMACは通貨同盟から関税同盟へと統合の動きがみられる。 

アフリカでは 54 か国中 43 か国が財輸出の 7 割以上をコモディティに依存している。

アフリカの域内輸出についてみると、食料品や燃料などコモディティの割合が約 5割を

占める。他方、輸出に占める製造品の割合も緩やかに増加し、2024 年の域内輸出の 4割

となっている（図表 4）。アフリカ各国の域内貿易と製造業の関係についてみると、南ア

フリカ地域を中心に GDP に占める製造業の付加価値比率が高い国ほど域内貿易比率が

高い傾向がみられ（図表 5）、域内貿易拡大のためには、貿易円滑化に向けた対応のほ

か、産業政策や輸出多角化も重要となりそうだ。 

 

 
2 https://unctad.org/system/files/official-document/aldcafrica2024_en.pdf 

https://unctad.org/system/files/official-document/aldcafrica2024_en.pdf
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図表 4：アフリカ域内輸出の推移 

  

 

図表 5：アフリカの域内貿易シェアと製造業付加価値の対 GDP比（2022年） 

 

 

RECの域内統合状況からは、円滑な FTA交渉には政治的な安定や各国の協力体制が不

可欠であること、FTA の効果を十分発揮するためには非関税障壁の削減が重要である

が、対応には時間を要することが伺える。また、域内貿易を促進するためには、貿易円

滑化のための制度的な対応に加え、輸出のコモディティ依存からの脱却のため産業政策

やインフラ整備、直接投資誘致なども併せて進めて必要があることが示唆される。 
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